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研究開発

ローマ字一力ナ変換用サブプログラムRKHKNについて

石　原　好　宏＊

1．まえがき

　　日本語を電子計算機で処理する必要性は最近ますます増えている．しかし現在のところ本センタ

ー では漢字の入出力ができない．従って日本語はカナ文字かローマ字で表記せざるを得ない．その

場合，出力に関してはセンター内にカナ文字付きラィプリンターが備えられているので問題はない

が，入力に関しては問題がある．入力装置として端末タイプライターかカナ文字付きカード穿孔機

　を使えば確かにカナ文字入力が可能ではある．しかし多くのユーサーにとってこれらの装置はそれ

　ほど身近かに使えるわけではなく，又，日本語を機械処理する場合ローマ字で表記してある方が好

都合であることも少なくない｝）一方，処理された日本語を出力する場合は一般にカナ文字の方が読

み易い．従って現在のところ日本語処理の場合の使用文字は入力から内部処理までをローマ字表記，

出力をカナ文字表記とすることが少なくないであろう．そのために本センターではFACOM230－

　75の時代にローマ字一カナ変換プログラムKANAがプログラムラィブラリーに登録され，ユーザ

ー
に開放されていた2）しかし，このプログラムはFORTRANで書かれていたために本センターの

CPUがM－190に変更されたことに伴い若干の書き直しが必要となったようであるが，現在まで

のところが実施されていない．

　　一方筆者は日本語終端表現生成システぷあ一部として同じくローマ字一カナ変換用サブプログラ

　ムとしてRKHKNを作成した1）これは，ローマ字表記が揆音（ン）と促音（つまる音ッ）を例外と

　してすべて”子音字部＋母音字部”※の構造をもっていることを利用して日本語音の単位に相当す

　るローマ字列を文頭側から順次切り出し，ローマ字一カナ変換表を参照して対応するカナ文字表記

を求めていくことを特色とする．この方法は，変換規則を一つの有限オートマトンで表現し，それ

を適用する手続きにAh。らのアルゴリズム5）を応用するKANAの方法とは大きく異なる…）RKHK

Nも最初はFORTRANで書いたが，ローマ字一カナ変換表の初期設定，プログラムの互換性など

を考慮してCOBOLで書き直した．このたびこれが本センターのプログラムラィブラリーの一つと

　して登録されたので，その概要と使い方を御紹介する．

2　ローマ字による日本語文の表記

　　一般の日本語文の構成要素の中にはカナ文字で表記すべきものの外に，数字，句読点，その外の

特殊記号，更には英語その外の綴りなど，カナ変換後も原文のままにしておきたいものが含まれる．

　そこでRKHKNが想定しているローマ字文の表記方式を二群に分けて整理する．

2．1　ローマ字の表記方式

＊山口大学工業短期大学部情報処理工学科

※A，1，U，E，0を母音字，それ以外の英文字を子音字と呼ぶ．
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　現在ローマ字の表記方式としては訓令式の外に，日本式，ヘボン式も相当に実用されている．従

って変換プログラムは，任意の表記方式で綴られたローマ字文をできる限り区別なく処理してくれ

るほど実用性が高いと言える．一方，人間向きに作られている表記方式をそのままで機械処理しよう

とするとあいまいさが生じて簡単な変換手続きを作ることは難しい．従ってここでは，長音の表記

など一部で慣用をまげて機械向きに修正することによって表記の解釈に一意性を与え，変換手続き

を簡単化する．以上の立場に立って，RKHKNが許す日本語音のローマ字表記方式を次のように整

理する．

A1）日本語音は促音と挽音を除きいずれも”子音字部＋母音字部”の構造をもつ．このうち子音

　　　字部は英文字0～2文字で，母音字部は常に英文字1文字で表記される．一方，これらの日

　　　本語音はカナ文字1～3文字で表記される．但しこの中には濁点や半濁点も1文字として数

　　　えられている．

A2）促音は後続音を表す英文字列の先頭文字をもう一つ重ねることによって表記する．但し後続

　　　音の先頭文字がCのときは，Cを重ねてもよいし，　Cの前にTを置いてもよいものとする．

　　　〔例〕MACCHI（マッチ），　MATCHI（マッチ），

　　　　　　MATTI（マツチ），NIPPON（ニッポン），…

A3）揆音はその後続音の先頭文字＆の種類によって次の三つの表記法を使い分ける．

　　a）＆が空白のとき；N又はN－．

　　b）＆がY又は母音字のとき；N－．

　　　　これは拗音やナ行音との区別のための措置である．

　　c）＆がY以外の子音字のとき；N．

　　　担し，＆がB，P，　Mのいずれかであればそのときに限ってNの代りにMを使ってもよい．

A4）長音は適当な母音字（例えば，00KINA　OUJI；オオキナ　オウジ），又は一（ハイフン，

　　　例えば，GAKKO－；ガッコー）を長音化すべき母音字の直後に付けることによって表す．

　　　従って，例えばT（）KYO（トウキョウ：東京）など長音部にくを付けたり，KYOTO（キョ

　　　ウト：京都）の片方だけを慣習的に長音として読むようなことはしない亨

　以上のようにすれば，Alに述べた日本語音は，子音字部が32種類，母音字部が5種類の英文

字列で表記できる．これを組合せると160種類の日本語音が表記できることになるが，必ずしも

すべての組合せに対応して日本語音が存在するわけではない．日本語音のローマ字表記とカナ文字

表記とのこのような立場での対応表を表1に示す．この表がローマ字一カナ変換表であり，以下で

は単に変換表と呼ぶ．なお，子音字部と母音字部との組合せに対応する日本語音かないところはカ

ナ文字表記欄に＊を入れて示している．

2．2　特殊記号と特殊文字列の表記

　　ここで特殊記号とは，英文字26種類を除くすべての文字・記号である．このうちカナ表記のた

※このため，東京はTOUKYOU，京都はKYOUTOなどと表記することになる．
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めの濁点と半濁点を除けはいずれもローマ字表記，カナ表記の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　フ
中で共通に使われると考えてよい．一方．特殊文字列とは．ロ　　㌧　　lA　l　U　E　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　
一 マ字としては読めない文字列（例えばFORTRAN，PROGR　．一．．．一．．一：⊥．一．．＿一．一．一．＿一．＿．．．

AMなど），及びローマ字として読める文字列（例えばMIKE，　　　K　l；　：　3　孝　；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロサ　　シ　　ス　　セ　　ソ
MADEなど）であっても原文中の綴りをそのまま残したい文字　　　　工　1；　：　言　：　；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R　lハヒブへ爪
列である．変換処理の一意性を保つためにこれらは次のように　　　　M　lマ　三　ム　メ　e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　　　ロヤ　　リ　　ユ　　ひ　　ヨ
表記する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　㍑　1　：　；　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　1が　　」P⑨　グ　　ゲ　　コ⑨
B1）特殊記号はそのまま書いてよい．特殊記号の連続（例え　　　　言　1；：；：㌻　；：㍑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　ロバ　　ピ　　ブ　　へり　ぶり
　　ば数字列）の場合も同様である．　　　　　　　　　　　　　　P　い、’ピプへ’ホ’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F⑪フアフイフフエフオ
B2）一マ字列中にある紗・・写・一・mをそのままカナ　i：iiilぎiilぎエii：

　　文字列の中に残したけれは，綴りの両端に＃を付けて＃α1　　　器　㍑；：　註註言
　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DY　　　I　，“ヤ　静　　　チ・ユ　チ“エ　チ“ヨ

　　αビ…αm＃と表記する’このときαiは＃を除く任意の　一一結ト三ミ÷』；｛1三；

　　特殊記号や英文字でよい．なお，綴りα1α2…αmがロー　　　　毘　ほ㌔：　誌：…エ冒ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PY　　　l　ヒ．ヤ　骨　　　ヒ・ユ　ヒ・エ　ヒ・ヨ
　　マ字として読めなければ両端に＃を付ける必要はない．し　　　　㍑　㍑；：　㍊芸㍊

　　かし，例えはTSARINAのように日本語音にない表記（こ　　　6￥　1；：；：　：：；》II：二；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑S　　　｝　得　　　書　　　プ　　　各　　　骨

　　こではTSA）を含んでいても，それの子音字部と見なされ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1　ローマ字一カナ変換表
　　る綴り（ここではTS）が変換表に登録されており，それに

　　母音（ここではA）が後続しておれば，変換表の対応欄に＊が格納されており通常の処理が続

けられるので注意が必要である．

a　変換処理の概要

　ここでは2．1及び2．2の表記方式に則って書かれた日本語のローマ字文をカナ変換するための変

換規則をまとめ，それに基づく変換処理の手続きを述べる．

3．1　変換規則

　Cユ）英文字列については次の処理を行う．

　　C1．1）　子音字部としては通常2又字以内の連鎖だけを許す．但し次のような場合にはそれぞ

れについて個別処理を行う．

イ）N又はM以外の同一子音字の重複および文字列TCの場合には左側の子音字を促音のツ

　と読む．

ロ）NN，MB，MP，MMの子音字列の場合には左側の子音字を挽音のンと読む．

　　子音字列は上記イ，ロの場合を除き後続の母音字が検出されるまでカナ文字への変換処

理を保留する．なお，上記イ，ロ以外で子音字が3文字以上連鎖していることを検出した

　　らその又字列は特殊又字列と見なして処理する（3．2参照）・

C1．2）母音字は1文字検出されるたびに，先に保留されていた子音字列（0～2又字の長さ

をもつ）と合せてカナ又字への変換処理を行う．この処理は保留されている子音字列の長さ

か0か否かによって次のように分かれる．

襯大X大《㌘機6元ター広報　　　一22一
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　　　イ）子音字列の長さが0のときは，今検出された母音字が属する段（母音の字種）だけを調べ．

　　　　変換表の第1行（ア行）の該当段からカナ文字列を読み取ってカナ又字文領域※へ転送す

　　　　る．

　　　ロ）子音字列の長さが1か2のときは，まずそれが変換表のどの行に該当するかを調べ．

　　　　次いで母音字がどの段に該当するかを調べる．こうして対応したカナ又字列を変換表から

　　　　読み取ってカナ文字文領域へ転送する．

　C2）特殊記号，特殊文字列については次の処理を行う．

　C2．1）　特殊記号は，＃と一を除いて，それが検出されるたびに直ちにそのままカナ文字領域

　　　へ転送する．

　C2．2）　二つの＃で囲まれた部分は特殊文字列と見なし，＃を取り除いた上で．そのままカナ

　　　文字文領域へ転送する．

　C2．3）　一（ハイフン）はNの直後にあるとき（N－）に限りNと合せてンと読む．その外の

　　場合は通常の特殊記号と見なしてそのままカナ文字文領域へ転送する．

3．2　変換処理の手続き

　　この処理手続きは3．1に述べた変換規則を手続き的に記述し．辞書類としては表1に示した変

　換表だけを用いることを特色とする．処理手続きの概略は次のとおりである．なお，ローマ字原

　文はあらかじめローマ字文領域R－GBNに格納され，その文字数も分っているものとする．

　　まず，変換処理された結果を格納するカナ文字文領域K－GBNの全体を空白に，又カナ文字

　カウンターを0に初期化する．このカウンターはK－GBNに文字列が転送されるたびにその文

　字数を数え，累計を行う．

　　次に，R－GBNから1文字だけ被験文字領域HIKEN－MJ（容量1文字）へ転送しその字種

　を調べる．この転送はローマ字原文の文頭側から順次1文字ずつ行う．HIKEN－MJの内容が

　子音字ならば変換規則C1．1に基づいて処理する．すなわち一般には子音字は更に子音字格納領

　域SIIN－MJ（容量2文字）に退避させる．但し，挽音または促音を表記するローマ字列となっ

　ていないか常に監ぱ※しておき，もしC1．1のイ，ロ，又はca3に示す文字列であれば直ちに

　該当のカナ又字がK－GBNへ転送される．一方，　HIKEN－MJの内容が母音字ならば，先にSI

　IN－MJに退避させていた子音字列も参照し，変換規則C1．2に基づいて変換表から該当するカナ

　文字列を求めてK－GBNへ転送し，文頭側から順次詰めていく．なお，　HIKEN－MJの内容が

　特殊記号，あるいは＃で囲まれた特殊文字列の構成要素である場合は変換規則C2に基づいて

　HIKEN－MJの内容をそのままK－GBNへ転送する．以上のいずれにも該当せずローマ字とし

　て読めない部分文字列が1ケ所でも発見されたら，その部分を含む単語（二つの空白にはさまれた

　非空白又字の連鎖）も特殊文字列と見なしてそのままK－GBNへ転送する．これは途中まで変

換されてきたこの単語のかナ又字列に取って代る．このような特殊文字列扱いとなるのは，子音

　字列の長さが揆音や促音の表記と関係がなくて3又字以上となる場合，及び変換表の子音字部に

※生成されたカナ又字列を格納する作業領域である．

※※SIIN－MJの第1文字とHIKEN－MJを注目しておけはよい．

一 23一 　　　九州大学㍑計6機㍍一］講
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該当する子音字列が登録されていない場合である．なお，変換表からカナ文字列ではなく＊を得

る場合（表1とB2参照）にはそのまま変換処理は続行される．図1に変換処理の経過例の一部

を示す．

生　RKHKNの使い方

プ㌶誉㌶㌦：；諮驚：：鷲羅鷲霊≧，
　このことはあまり意識せずにFORTRANで書かれた　　餌枠紐←墨→1亜エロエロエロエロエ［［ニコ

　プログラムからもCALL文で呼び出すだけで・外に　　　　囮←8→輌ロエロユエロエロコエニ：：コ

特別の制御文を必要とせずに使うことができる．以　　　　　一→巴二＝≡ヨ臣三iiヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囲
　下にその使い方を述べる．　　　　　　　　　　　　　　　　　日→＿；⊇
　　〔機能〕ローマ字文領域に格納されているローマ　　　　　　圏ニーi三ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④
　字文を，指定された文字数だけ文頭から順次カナ文　　　　　　　ロ→団亙工一ロエロエニ：コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回コ←⑥
　字領域に頭から順次詰め，変換されたカナ文字数も数　　　　一→巴；画証工江唖巫コ正工コエ［三ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回コ←国
　えて呼んだプログラムにもどす．　　　　　　　　　　　　　一→回→団正［回コ囮誼工正回ココ＝ニコ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ヨ→匡一］二：二＝1
　〔プログラム名〕　RKHKN　　　　　　　　　　　　　駆昌→ロ＿□回ヨヨ：：ニコ

　〔使用言語〕　　　COBOL　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　‘

　〔占有領域〕　　　約3740バイト　　　　　　　　　　図1　変換処理の経過例（一部）

　〔呼び出し法〕

　　（1）呼ぶプログラムがFORTRANの場合；

　　　　　　CALL　RKHKN（RGBN，RMJ　SU，KGBN，KMJ　SU）

　　（ii）呼ぶプログラムがCOBOLの場合；

　　　　　　CAL】」　▼RKHKN▼　USING　RGBN，RMJ　SU，KGBN，KIMJSU．

　〔パラメーター〕以下の説明において”F；”は呼ぶプログラムがFORTRAN，”C；”は

　　COBOLであるときの注意事項である．

　　RGBN…ローマ字原文領域（容量800バイト以内で任意）．

　　　　　F；整数型配列，但し，各配列要素には左詰めでむだなく文字が格納されているものとす

　　　　　る．

　　　　　C；英数字項目の表とする．

　　RMJ　SU」・・RGBNに格納された文字列の長さ（文字数）を示す変数，800≧RMJ　SU≧0．

　　　　　F；整数型変数，但し4バイト長．

　　　　　C；PIC　S9（5）COMP　SYNCで確保する．

　　KGBN…変換されたカナ文字列の格納領域（容量800文字）．領域内には左詰めでむだなく文

　　　　　字が格納される．なおこの領域はRKHKNの中で変換処理に先立って全体が空白で初期化

　　　　　される．従って正確に800文字分の領域確保が必要である．

　　　　　F；整数型配列で800／n語の大きさ．但しnは配列要素のバイト長．

劉大彿汀機6陥ター広報　　　一24一
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　　　　C；PIC　X　OCCURS　800で確保する．

　KMJSU…KGBNに格納されたカナ文字列の長さを示す変数．この変数の確保の仕方はRMJSU

　　　　に同じ．

　以上四つのパラメーターのうちRGBNとRMJ　SUはRKHKNを呼ぶ前に定義されていなければ

ならないが，KGBN，KMJ　SUは不定のままでよい．なお，　RGBN，RMJ　SUの内容はRKHKNか

ら呼んだプログラムに制御がもどされた時点において，呼ぶ直前のものが保持されている．

〔制御又のパラメーター〕センターバッチでカナ文字付きラィンプリンターを使うためには，EX

EC文，　DD文の中でパラメーター　SYSOUT＝Kを指定しなければならない．

〔ローマ字表記上の注意〕ここにRKHK　Nで処理されるローマ字の表記上の留意事項をまとめてお

く．なお，一般的な表記法については2．1及び2．2の表記方式，その具体列については図3の処理

例を合せて参照して欲しい．

ω　ローマ字の表記法としては訓令式，ヘボン式，日本式のいずれか一つの方式を単独に用いても，

　これらを一つの文中で混用しても変換結果に影響はない．

（2）促音の次の文字が空白となるようなローマ字表記は想定していない．従って例えばrアッ　ト

　サケブ」は「アット　サケブ」というカナ文字列であると考えて　ATTO　SAKEBUと書く．

（3｝カナ文字で拗音，促音を表記するときは通常小文字のヤ，ユ，ヨ．ッを使う．しかしラィンプ

　リンターには通常小文字がないので，RKHKUではそれぞれ対応する大文字で代用する．小文字

　が備わる端末タイプライターのことは考慮しなかった．

④　長い文脈や意味を考慮した処理は行っていない．従って発音と表記が異なるものの表記には注

　意を要する．例えは助詞の”は”は発音通りにWAと書くとワと変換されるので，ハと変換して

　欲しければHAと書く必要がある．

（5）WA，WI，WU，WE，WOをそれぞれワ，イ，ウ．エ，オと読むようにしている．これは日本語

　文を生成する際のワ行四段活用の動詞の活用処理を簡単化するために設けたnなお，現在のラィ

　ンプリンターにはワ行のヲの活字がなく日本語の表記を不自然にしている．何とか増設してもら

　えないものだろうかと思う．

5　使用例と処理結果

　　図2にRKHKNを使ったプログラム例の主プログラムだけを示している．これはまず副プログラ

　ムRDGBNで穿孔カードからRGBNヘローマ字文を読み込み．その又字数を数えてRMJ　SUにセッ

　トする．次にRKHKNでカナ変換を行い，次いで副プログラムPThKでは図3に示したような印刷

　を行う．RKHK　Nによる処理時間は図3の各例文の変換結果の後に示している．例文ごとの総時間

がJIKAN，ローマ字又の一文字毎の平均がHEIKINとしてミリ秒単位で示してある．これによ

　るとM－190で処理した場合ローマ字文の一又字当り約0．04ミリ秒である．
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　　　　　1ト4PLIC1T　INTEGER　（A－7）

　　　　　lNTEGEP書4　1TIME¶JTIト4ε⑨JIKAN
　　　　REAL　　　　　　ARMJSUもAJIKANgHEIピIN
　　　　DIト4ENS』ION　RGBN（200）⑱KGBN（200）

10　CALL　　QDG8N　（RGBNgRμJSU¶TεST）
　　　　　1F（TES〔．EQ，1）　STOP

　　　　　CALし　CLO⊂Kト4（ITIME）

　　　　　（二ALL　　RKhkN　（RGBN●Rト．JSU■KG巳N⑱KMJSU）

　　　　　CAしL　CLOCKM（」了IME）

　　　　　（二ALL　　PTRK　　（RGBN¶R柄JSU、KG8ト↓■KMJSU）

　　　　　JIKAN3JTlト4E・ITIMε

　　　　　ARMJSUまRMJSU
　　　　　AJ1KAN法J1κへN

　　　　　HEIKIN識AJIKAN／AR阿JSU
　　　　　WRITE（6句1）　RMJSU．JIKAN⑱HEIKIN
　　l　　　FORMA丁　（／1H　gT21¶，ζRト4JSU　エ1奄15⑱，　MJg．．

　　　1　　　　　　　　　2X、lJIKAN　＝・⑱16勺・　MSC・8も

　　　2　　　　　　　　　2X⑱IHEIKIN　3・gε13、50・　ト4SC）・）

　　　　　GOTO　lo
　　　　　εND

図2　RKHKNの使用例

悟●　RGBN　：　　IKA　NO　SHORl　RεI　HA・　R《）－HA　Jl　、O　K声Nβ∨OJI　トd　HεNKANSURU　TETSUDUKI　WO　（二〇もOL　DF　KAlTA　PUROGURAHU　R

　　　　　　　　　　KHKN　NI　∀ORU　MONO　DESU．　　pURO6Uト～A．ト4U　NO　匡lNOU　HA　FOρTRAN　NO　SUBROUTINE　TO　ONAJI　DεSU　6A■　FOR†RAN

　　　　　　　　　　NI　YORU　RAAl　YORI　YOHIYASU民U　KAKεTEIRU　∀OUDεStj・　　SONO　RlYUU　HA、　CO80L　NI　YORU　HOU　GA　M◎JI　†AN・1

　　　　　　　　　　対0　5yORl　TεTSUDU民∫　GA　vOUI～1　κAKどRU　区OTO　DA　了O　O層OWAPFMASU・

　　　KG8N　■〉　イカ　ノ　シヨリ　レイ　’、，　0一マ　シ“　オ　カタeシ．　ニ　ヘンカンスb　苧ツツ“宇　茸　COROL　，“　カイ，　フ．0クsうム　RKHKN　ニ　ヨル　eノ　，・ス．　　フ・0ク・う‘

　　　　　　　　　　ノ　宇ノう　，、　FOR†RAN　／　SU門r～OUTINF　ト　オ，シ．　チ⑨ス　カ・句　FORTRAN　：　ヨル　ハ⑨アイ　ヨリ　ョ芝⑰スク　ヵ句，イル　ヨう，．ス，　　ソノ　リユう　’、・　⊂

　　　　　　　　　　OBOL　ニ　ヨ動　粛う　カ・　eシ・　タンイ　ノ　シヨリ　チツツ“亭　η・　ヨうイニ　カ「「ル　コト　，・　F　オeワレマス・

　　　　　　　　　　（RMJSU　■　　34e　μJ．　　」1KAN　包　　　　15　MS（二・　　HEIKIN　■　　0．43103ε一〇1　MSC｝

粉骨　RGBN　：　　NIHONGO　NO　”H声丁UON・　Ne　HYOUKl　NIHA　’N矛　NO　HOKA　NI　・H・　冒O　TSUKAU　8AAI　GA　ARIHASU．　　TATOE8Ag　炉IH8A

　　　　　　　　　　NUMA■　（IM8ANU拘A）．　岸KAト1PAI’　（κAMPAI）■　’SlHHAI謬　《SIMMAl）　TO　ITTA　GUAI　DESU．　　KORεRA　HA◆　σIN8ANUHA”

　　　　　　　　　　　（IN8A“U柄A）・　β医ANpA1彦　‘KANpAI）・　汐SINMAl彦　《StN伺AI）　†O　KAITEHO　HENXAN　NO　民εKKA　HA　HAT†AκU　κA冨ARIHA

　　　　　　　　　　SE礼

　　　KG6N　・〉　二糸ンコ・　ノ　”“ツオン・　ノ　こヨう亨　：ハ　N　ノ　ホカ　：　丙H・　方　ツカう　ハ・，イ　冗“　アリ？ス・　　タトエハ．．　IM8ANUHA　《インハ・，マ）●　KAHPAI　《カン，、

　　　　　　　　　　．イ）、　SI図HAI　（シンマイ）　ト　イツ9ク・7イ　テ⑨ス．　コレうハ⑳　IN8ANUMA　（インハ．，マ）．　KANPAI　（カンハ・イ）．　SIN岡Al　‘シンマイ）　ト　カイ

　　　　　　　　　　，t　ヘンカン　　ノ　今ツカ　ハ　？フ，ク　刀つリマセン・

　　　　　　　　　《RMJSU　・　　292　ト4」●　　JI医AN　・　　　　　9　HSC令　　Hε1KIN　■　　0．30822ε・01　筒SC）

骨怜　RG8N　：　　EI60　NC．彦柄AKε●　HA　RO一阿A　Jl　VOMI　DE　・柄AKF・　TO　VOMε岡ASU‘　　SHITAGATTε．　μ材AKε”　NO　RYOUTAN　NI　S∀A・PU

　　　　　　　　　　KIGOU　WO　TUKεNAKERE8A、　KONO　HεNKAN　PUROGし‘RAHU　DFHA　HAXε　TO　YONDE　SHIHAIMASU．　　TOgOROGA・　RO・MA　Jl

　　　　　　　　　　　TO　SIT巨　HA　∀OHENA1　了UDURl　冒0柄O†U　60　HA　SHA・PU　KIGOU　GA　NAKUTεHO■　GENGO　NO　HAHA　冒O　KANA　HOJI　8U

　　　　　　　　　　N　NO　トjAKA　NI　NOKOSHITE　貿UREHASU．　　TATOERA■　CO80L・　FOR了RA∨　PRO6RA図　NADO　DεSU．　　†ADA⑱　N1HON　GO　NO

　　　　　　　　　　O～　～「HA　NAκUTεMO‘　50～0　0N　NO　SIIN8U　TO　RO∫～弓U　6A　nORεKA　～O　N「HO～　GO　O～　～O　KOU5ε1　γ◎USO　了O　NAτγε

　　　　　　　　　　　lRU　TOKI　HA　・　GA　1“SATU　SARεRU　NODE　ぐHUUI　GA　HlTUYOU　DESU・　　TATOEBA　●TsA亭　WO　FUKU伺U　HOJIRεTU　ザIT

　　　　　　　　　　TSA！ρ　HA　・ITTSA1丙　TO　NARIMASU．

　　　KGBN　■〉　エイコ≠　ノ　MAKε　ハ　0一マ　シ吟　ヨ三　テ・　・マ勺．　ト　ヨメ？λ・　　シタ乃“ツ，・　岡AKE　ノ　リヨウタン　：　シヤーフ・　亭コ．う　オ　ツケ，句レハ．■　コノ　ヘンカン　フ・

　　　　　　　　　　0ク←う‘，　，・ハ　マ今　ト　ヨンテ．　シマイマス．　　トコ0カ・．　口’マ　シ．　ト　シテ　ハ　ヨメ，イ　ツツ・リ　オ　eツ　コ，　ハ　シヤ．フ・　●コ・う　カ⑨　，ク，e．　「「・ンコ・　ノ

　　　　　　　　　　　ママプカ，　eシ》　フいン　ノ　ナ7⊃ニノ⊃シ，クレマス．　タトエバ．　⊂OBOL・　FORTRAN　PROGRAH　ナト∨　，・ス．　，タ・‘　：皐ンコ・　ノオンニハ

　　　　　　　　　　プクゲモ◆　ゾノ　オン　ノ　シインブ・　卜　廊・インフ・　力啓　ト“レカ　ノ　ニボン　．コ．　オン　ノ　コ今eイ　ヨうソ　ト　ァッタ　イル　ト宇　ハ　“　カ・　イン9ツ　，レル　ノタ・　タ2うイ

　　　　　　　　　　　カ∨　ヒツヨウ　予やス・　　，トエバ　TSA　オ　フクム　eシ・レツ　1†TSAl　ハ　”イッ●イ”　ト　プリ7ス．

　　　　　　　　　　《ρMJSU　●　　608　粁J．　　JlrAN　牢　　　　25　MSC．　　HεlK∫N　エ　　0．41118E－01　卜膚S（）

稔昏　R68N　：　　HA†C担1　1PP（》“　WO　MOITεr　A内ATA　H▲　ITTA！　O心N“A　TOKORO　HE　I†TE　KITA　NO　DεSV　KA？

＿＿口hL・≧ユツL＝二」工段ぶ「Z才20．｛ツ呈イ＿仁竺ユコ、」iコロベイツ壬苧，．ノ●受“λ力？一＿，．　＿．＿

　　　　　　　　　　（R料JSU　●　　76　柄」，　JlKAN　●　　　　3　HS（．　HEIKIN宕　　0‘39474ε一〇1　HSC）

・◎　R68N　：　　SHIN－YA民U　WO　ト、∀UUIN　KANJA　NI　TOU∀O　SHlTε■　COKINA　SFl杖A　冒O　AGεTA・

　　　KG6N　●〉　シンヤク　オ　ニユうイン　カンシ・ヤ　ニ　トうヨ　シゲ、　オ’亨，　セイ71　オ　，ケ“，．

　　　　　　　　　　⊂RHJSU　．　　　6今　NJ、　　JIKAN　ロ　　　　　2）HSC¶　　HFIKlト∫　．　　ρ，46875E－01　MS（）

●令　RGBN　：　　1了TAI　DONNA　1「OKORO　Hε　11rTEKITA　NO　DεSU　KA？

　　　K66N巷》イヲ9イト・ンフトコ0ヘイツテ苧タノ亨・スカ？

　　　　　　　　　（RMJSU　■　　　句d6　トIJ⑳　　」IKAN　■　　　　2　H5＜，　　hElKIH　●　　0．4う455E－01　HSC）

図　3　処理結果の例
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6　検　　討

　　ここではRKHKNとKANAを二，三の項目について比較してみる．

（1）変換方式：KANAでは，”…子音部の長さが0から3（例えはPPYA）まで変化するため，子

　　音部の同定が難iしい．特に誤った綴りなどがある場合を考えると，子音部の同定は非常に複雑な

　　ものになると予想される．…”2）との立場から，Ahoらの手法5）を応用して，亘一マ字文の中

　　の”子音字部＋母音字部”を部分列とする文を受理する有限オートマトンを遷移表として実現し，

　更にこのオートマトンを走らせて実際に検索を行うアルゴリズムを作成している．こうすれば検

　索のアルゴリズムは非常に簡単になるが，遷移表の作成や修正などは必ずしもそれほど容易では

　　ないと思われる．

　　　これに対してRKHKNの場合，変換表は表1に示すように簡単な対応表だけであり，その作成修

　正はきわめて容易である．一方，変換規則を手続き的に記述することは，確かにKANAの検索ア

　　ルゴリズムよりかなり複雑である．しかし遷移表をもれなく作ることと比較した場合それほど複

　雑であるとは言えないであろう．

（2｝処理時間：FACOM　230－75によりKANAで処理した場合，ローマ字文1文字当り約1msを

　要していた2）．これに対してM－190によりRKHKNで処理すると同じくローマ字文1文字当

　　り約0．04msを要する．これはもちろんKANAとRKHKNの処理方式の違いよりもFACOM230

　　－75とM－190との処理速度の違いの影響の方が大きいものと思われる．

（3・使い易さ：KANAの場合，拗音，促音を小文字で出力できるような準備があったがRKHKN

　　ではその配慮がない．又，KANAではローマ字文とカナ文字又の領域が整合寸法で取られてい

　　たが，RKHKNではCOBOLでコーディングしたこともあって固定長の領域を取っている．従っ

　　て少々使いにくい面も出てくるかもしれない．ただ，RKHKNは既に大分大学工学部組織工学科

　　のFACOM230－38Sにもライブラリーの一つとして登録され一年以上の実用経験をもっている

　　が．特に支障は生じていないようである．

1　む　す　び

　　ローマ字一カナ変換と言えば，すぐヘボン式かそれとも…と表記方式を意識しがちである．しか

　し2．1のA1～A4のような規則にまとめると，このような表記方式の違いは単に変換表の中の項

　目の違いに過ぎないと言えよう．又，促音，挽音，拗音，長音などの表記規則も単純である．従っ

て変換の仕方を遷移表の形式で文字ごとに示すKANA方法と比べても，字種ごとにまとめて手続き

的に変換の仕方を示し変換表を援用するRKHKNの方法はそれほど複雑なプログラムとはなってい

　ないと言えよう．

　　最後に．KANAに関する詳細な資料を提供していただいた九州大学理学部基礎情報学研究施設武

谷峻一講師に深く感謝する．
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